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綿貫 丑 ･中山裕理(北大 ･良)
これまでの下北半島北西部M群の冬期問の研究
から,冬のエネルギ 収ー支は成猷では負になって
いると推定され,秋に事項したエネルギーを冬に
消資しているとの仮説が立てられたので,秋のエ
ネルギー収支を推定する試みをおこなった｡
ll-12月の間にN群を合計31日間追跡し,スキ
ャニング法により行動時間配分,各餌の採食時間
比,また直接観察により各餌の採食速度を各年齢
クラス毎に測定した｡主要な餌は,ヤマブドウや
クマノミズキなどの果実とホウノキやクズの種子
であった｡
各行動時間配分は0才1才を除くと,移動30-
400/q採食25-35C/Oで他は休息とグルーミングが
ほとんどを占め,冬(移動a)0/O前後,採食40-50
%)より移動時間比が長かった｡これに対応して,
1日の移動距離は秋(約3km)の万が冬(0.5-
1km)よりはるかに長かった｡これは,秋には雪
がないため冬に比べて地上移動が多く,移動が容
易であるという物理的条件による面もあるだろう
が,地域的に耗申して分布し,かつ落下したり他
の動物に食われたりなどするため利用できる期間
が短く,遊動域内全てでほほ一斉に食べごろにな
るヤマブドウのような果実を有効に利用するため,
特に遊動域が広いMが(約30kJ)では1日の移動
距離が長いのだとも考えられる｡
冬には採企時間比は成碓 (490/0)の方が成噸
(42%)よりわずかに大きかったが,秋には逆に
成柾(約25%)が成噸(約30%)よりやや小さく,
成経の移動時間比(約40C/0)は成雌のそれ(約30
%)よりかなり大きかった｡このような時間配分
の性差は,秋に成雄が交尾のため他個体との直接
的･間接的相互作用に多くの時間を割いているこ
とを反映している｡
果実の採食速度を体重に対してアロメトリック
な関係としてとらえると,回帰直線の傾きは平均
約0.5と,基礎代謝の傾き0.75より小さく,特に
成雄は採食時間比が小さいので,秋にもエネルギ
ーを蓄積するのは困難なのではないかと思われた｡
今後,餌の栄養分析をおこない,こ●の予想につい
て検討を加える予定である｡
霊長類血中サイロキシン結合グロブリン(TBG)
の構造と進化に的する研究
妹尾久松･村田告研･松井信夫(名大･環
境医学研)･ReEetムELSamuel(シカゴ
大医)
ヒト血中の重要な甲状緑ホルモン結合蛋白であ
ろTBGは分子血約60.000ダルトンの糖蛋白とし
て知られている｡孜々はTBGの梢造と進化を研
究する目的で甲状緑ホルモン結合能を有する非変
性TBG(nTBG)に特発なラジオイムノアッセ
イ(RIA)及び.ホルモン結合能を還元･どリジ
ルエル化により失活させた変性TBGに特異的な
RIAを用いて,種々のサル血中TBGとヒトT
BGとの交叉性を検討した｡
nTBGのRIA系ではヒト上科に屑するチン
パンジー,ゴリラはヒトTBGと全く同様の置換
曲線を示した｡しかしながらアジルテナガザル,
シロテナガザル等のTBGはやや田政経が低く,
オナガザル上科のブタオザル,カニクイザル等で
は著しく交叉性が低く,原泣亜日のオオギャラゴ
では全く交叉が認められなかった｡
一万60℃,60分間の加熱処理によりホルモン結
合能を失活させた変性TBGを変性TBGに特異
なRIA系で検討すると,ヒト上科に属するサル
血中のTBGのみならず,オナガザル上科のブタ
オザル,べこガオザルにおいても置換性が高くな
ることが認められた｡
nTBGのRIAはヒトTBGの三次構造を,
変性TBGのRiAは一次構造を反映する抗原決
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